












































新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
が確認されている。その時、発掘調査された
のは 15、16、22、23、24 号墳の 5 基で、調
査期間は 1968 年（昭和 43）3 月 6、7 日（測






















　3 月 6 日　22 号墳とともに墳丘の測量を行
う。23 号墳は午後 4 時に作業を終了する。








　3 月 22 日　墳丘の四方に設けたトレンチ












　3 月 24 日　床面の実測を行い完了する。
側壁の実測も 3 分の 2 程度行う。
　3 月 26 日　側壁と石室平面図の実測を完
了する。東西南北のトレンチの発掘区を拡張
し、セクションを実測する。
　3 月 27 日　石室の横断面、縦断面の実測
および B、C、D 区のセクションの実測を終
える。







北（C 区、 第 3、4 図 ）、 西（B 区、 第 3、4
図）のトレンチにおける葺石によって、直径
13.5m の円墳（第 2 図）と推定される。墳丘
（2）
写真 1　23 号墳（左）、22 号墳近景（調査前）
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-250第 2 図　23 号墳墳丘図および調査区






































































第 4 図　23 号墳調査区（トレンチ）壁面断面図







新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
れ（写真 6）、
長さは 5.2m、
幅 は 入 口 で
1.35m、 最 大
1.7m、 奥 壁
部 で 0.9m の
舟 形 を な す
（第 6 図）。奥
壁（ 写 真 4）
は高さ 0.9m、
幅 1m の巨石

















































1 2m0 1 2m01 2m0
1 2m0
第 7 図　23 号墳石室断面図（A-A’ 面）
第 8 図　23 号墳石室断面図（B-B’ 面）








新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
　羨道部は、長さ 2.1m、幅 0.9m の直線状を
なす。玄室との境を示す柱状石は、高さ 1.2m、












































底径 7.1 ～ 7.2㎝。12 世紀後半の渥美窯また
は湖西窯産とみられる。






㎝、口径 16.5㎝、底径 7.3㎝。№ 20 と同様に
12 世紀後半の渥美窯または湖西窯産とみら
れる。
　遺物№ 7（写真 12 － 4）は玄室中央より入
り口寄りでやや西壁寄りの床面近くの土の中
写真 8　23 号墳石室西壁（南半部） 写真 9　23 号墳羨道部（詰石）
（7）
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　3 月 6 日　墳丘の測量を行う。古墳は天井




　3 月 7 日　石室内の清掃を行う。玄室入り
口の立柱石付近を除いてほぼ完了する。




　3 月 22 日　石室内で出土した須恵器の坏
と細頸瓶を撮影する。前室より山茶碗片が出
土する。





　3 月 24 日　石室内の実測をすべて完了す
る。前室より平瓶が出土する。西壁の清掃中
に坏が出土、前室より山茶碗が出土する。











察した。その結果、奥壁より 3.75m と 4.45m
0 5 10 ㎝






新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
の地点にそれぞれ葺石が見出され、さらに
4.95 ～ 5.25m の間に 3 段よりなる石積みが
あって、墳丘の裾であることが確認された（写
真 13）。そして墳丘から 6.75m の地点より地
山が上向きに向かうので、この部分が周湟で
あったことを推測せしめる。
　また奥壁より 1 ～ 3m の地点には、床面よ












の間は左右 1 対の柱状石（高さ 1.1 ～ 1.2m）
で区分されている（5）（第 14 図）。玄室の現状
は長さ 3.6m の舟形を呈し、入り口で 1.4m、
最大幅 1.55m、奥壁付近で狭くなり、0.85m
となる。前室は長さ 2.55m、幅は 1.1m 前後、
羨道部は長さ 1.5m、幅は 0.9m ～ 1.1m で入
り口がやや広くなっている（写真 14~19）。






















新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
を 0.65m として、これに天井石を載せている。
　天井石は 3 枚を残すが、1 枚は羨道の入口
に落ちており、1.11m × 0.68m × 0.65m の箱
状のもので、恐らく最前部の天井石と思われ
る。残りの 2 枚は玄室、前室の境をなす柱
状石（写真 16）の上に載る 1 枚と、その前
方に接するもので、前者は 1.45m × 0.5m ×
0.38m、後者は 1.28m × 0.42m × 0.39m の角
柱状をなす。床面から天井石下部までの高さ





第 14 図　24 号墳石室平面図（発掘日誌より）






新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
大部分を失っているが、残存するものから見






















平に箆で削る、高さ 3.7 ～ 4.2cm、口径 9.2cm、
胴径 11.7㎝。







　細頸瓶（第 15 図－ 3、写真 22 － 3）前室
の羨道部近くの東寄りの土中から出土した。
灰青色堅質で口頸部と身部の 3 分の 2 以上を
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台地上の中央部の一群（15 ～ 24 号墳）および、
さらに平地に向かって緩やかな台地上に立地
する下方の一群（25 ～ 34 号墳、ただし現状
は 25 号墳のみ残存）に分類される。今回の
報文の 23 号墳は前回報告した 22 号墳の南南
東 40m の比較的近接した地点にあり、24 号










































室が長さ 2.55m、幅 1.1m、羨道部が長さ 1.5m、
幅 0.9 ～ 1.1m である。
　遺物は石室がすでに盗掘されていたため僅
か数点しか残存していないが、発見された須
恵器の年代から、7 世紀の第 4 四半期の前半
から中頃かと推定される。
　23 号墳については年代の根拠となる須恵
































究所紀要』第 62 号、2017 年）
　　井口喜晴「新城市川田原古墳群の発掘調査報告
Ⅱ－川田原 22 号墳－」（『愛知大学綜合郷土研究所
紀要』）第 63 号、2018 年）
（3）第 2 図 , 第 5 図 , 第 6 図に記された方位は磁北を























　第 16 図は「調査報告Ⅰ」に掲載された 16 号墳の
石室の入り口から羨道部にかけての詰石による封鎖
施設の実測図である。











第 16 図　16 号墳 石室入り口付近封鎖施設
（16）
− 135 −










第 17 図　22 号墳 石室実測図（改訂図）
（17）
− 136 −
新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅲ ―川田原 23、24 号墳―
川田原古墳群は新城市の西端に位置し、本宮山の東南山麓に延びた
川田原台地の上に立地する古墳時代後期の群集墳である。かつては
34基が知られていたが、調査当時は23基が残存し、そのうち5基を
調査した。発掘された古墳の多くは、盗掘されて石室も破壊されてい
たが、中には纏まった遺物が出土し、石室も比較的よく保存されてい
たものもある。今回の調査は、東三河地方の後期古墳の実態を知る上
に良好な資料を提供している。
特記事項
34度53分23.6
137度27分55.5
報告書抄録
新城市川田原古墳群の発掘調査報告l、ll、lll（3回分）
（18）
（注）遺跡番号コードは『マップ愛知』愛知県文化財マップ（埋蔵文化財、記念物）による。
緯度、経度は奈良文化財研究所『遺跡データベース』（世界測地系）による。
調査面積は、調査区を記入した図面が、一部未発見のため記載していない。
